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論文の内容の要旨

　最近の情報技術（IT；肘om説i㎝Techmlogy）の著しい進歩は，企業経営にも大きな影響を与えている。

しかしながら，企業経営者の多くは，亙丁を経営のツールとして有効に活用しているという確信を持てない

まま，ITへの投資を続けているのが現状である。この理由のひとつは，企業経営において亙丁がもたらす価

値を評価するための実践的な指針がないためである。

　本論文では，このような問題意識から，企業経営において亙丁がいかなる価値をもたらすかについて，実

証的な分析によって考察する。本論文は次の3つの目的をもつ。第1の目的は，企業内の亙丁経営の因果構

造の解明である。第2の目的は，企業経営においてITの役割を評価する総合尺度の開発と，それを用いた

業種・規模に関する差異分析の実施である。第3の目的は，「企業競争」と「IT経営」とを同時に考察する

ための分析フレームワークの構築と亙丁経営のスタンスによる影響分析である。

　この目的を達成するために，本論文は次のような6つの章と2つの付録とから構成されている。

　第1章は序論である。本研究の位置づけを明らかにし，研究の目的・方法・貢献についてまとめている。

　第2章は，先行研究の成果と課題に関する考察である。経営情報システムにおける先行研究の成果と課

題を概観した上で，本研究の目的に対してその隈界を明確にする。とくに，IT投資と企業の生産性の間に

は正の相関関係がないという「IT生産性のパラドックス」の提起とその解消にいたるまでの議論に注目し，

IT投資によるビジネスヘの効果とITによって補完される企業経営要素の重要性を指摘する。そして，亙丁投

資に関する総合的な評価尺度を確立する重要性を主張する。

　第3章は，ITによる経営価値生成を促進（または抑制）する上で，個別企業の内部には，どのような亙丁

経営の構成要素が存在するか，それらの構成要素の間には，どのような因果構造が想定されるかについての

考察である。この目的に対し，本章では，仮説検証的な方法を用いる。まず，先行研究と実務家へのインタ

ビューにより，構造モデルと仮説を構築し，これを基に，日本の大手企業へのアンケート調査に基づく「玉丁

経営度調査」を実施する。つぎに，調査に回答した509社から得た結果から，構造モデルの推定をおこな

い，最終的には，仮説検証的な方法を用いて，構造モデルを修正する。この緒果，IT経営の実務面において，
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社内のどこに焦点を当てて，IT経営を改革・改善すればよいかについて，企業経営者に対する指針を得て

いる。

　第4章では，第3章で得た因果構造をべ一スに，IT経営度に関する総合尺度を開発し，これを用いた業種・

規模などによる差異分析を実施する。本論文で実施した「IT経営度調査」に回答した各企業について，この「IT

経営度」を測定し，日本企業の亙丁経営の課題について考察する。結果として，「IT経営度」は，総合評価

尺度としての「規準妥当性」や「内容妥当性」について，概ね基準を満足することを示す。これにより，提

案した尺度は，既存研究のスコープやデータに関する隈界を超えて企業の亙丁経営に関する総合能力を評価

する指標として有効であることを示す。

　第5章では，杜外の競争環境を視野に入れてIT経営を考察するためのフレームワーク「3C－DR㎜三」を提

案し，これを用いて市場や競合関係といった，杜外と企業内のIT経営との関係性について考察する。特に

「競争環境」の変化と経営トップの「IT経営のスタンス」が，企業が得る経営効果に，どのように影響する

かに焦点をあてる。また，「3C－DR㎜王」に基づく，工一ジェントベースシミュレーションを用いて「競争環

境」と「IT経営のスタンス」による「ビジネス価値」に大きな影響を与えることを主張する。

　第6章は研究の成果のまとめと今後の課題に関する議論である。2つの付録には，使用したアンケート調

査票と分析結果のまとめが含まれている。

審査の結果の要旨

　本論文は，ITが企業経営にどのような影響を与えるかについて議論している。そのために，（1）広範か

つ詳細なアンケートによって分析を行い，（2）「IT経営度」評価尺度を提案するとともに，（3）企業と社外・

市場との関係について考察するためのフレームワークを提案している。本研究は著者の経営コンサルタント

としての職業人経験に基づいている。アンケート・インタビュー・統計分析・工一ジェントベースシミュレー

ションなど，まざまな手法を利用して，広い範囲の問題を扱っている点において本研究には努力のあとが見

える。今後の経営システム科学学領域の研究に与える影響は大きい。

　本論文の成果は以下の3つにまとめられる。（1）IT経営の対象範囲を拡張し大規模な「IT経営度調査」

を実施したこと，（2）「IT経営度」に対する総合的な評価尺度を提案していること，（3）既存または今後の

IT経営を考察するためのフレームワーク「3C－D㎜嘔」を構築し，競争環境と旺経営のスタンスについて

議論を行っていること。

　一方，本研究の成果については，データ分析がもとになっている以上，理論と実務の両面からより詳細に

検証することが重要である。たとえば，概念レベルにおける詳細な因果構造分析，財務指標との関連分析，

IT経営の時系列分析，国際比較なども今後の課題である。これらについては，本論文の記述には未熟な点

が残っている。また，「IT経営度」を継続的に改良し，“測定器”としての信頼性を高め，現在のモデルを，

将来予測に利用できるように修正・拡張することも重要な課題である。

　以上のような欠点はあるものの，本論文のテーマと得られた知見は非常に重要であり，博士論文としてふ

さわしい内容を持つと評価される。さらに，今後の技術革新にともない，新たな旺経営の課題について今

後の研究が期待される。

　よって，著者は博士（経営学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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